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橋
の
点
検
調
査
事
業

の
内
容
は
。

　

施
設
管
理
課
長　

橋
は
お

お
む
ね
50
年
経
つ
と
い
た
む
。

今
年
度
は
橋
長
15
㍍
以
上
の

橋
30
ケ
所
の
調
査
を
行
う
。

国
の
補
助
を
得
な
が
ら
、
25

年
度
ま
で
に
長
寿
命
化
修
繕

計
画
を
立
て
る
。
そ
の
後
の

修
繕
や
掛
け
替
え
工
事
に
導

く
も
の
で
あ
る
。

  

　

新
名
神
の
側
道
を
当

初
４
㍍
の
計
画
か
ら
、
市
費

を
投
入
し
６
・
５
㍍
へ
拡
幅

す
る
こ
と
は
、
地
元
要
望
に

よ
る
た
め
で
あ
る
と
し
て
い

る
が
、
本
当
に
地
権
者
の
意

見
を
反
映
し
て
い
る
の
か
。

　

建
設
部
技
監　

多
く
の
意

見
を
頂
い
た
が
、
幅
員
が
狭

い
ま
ま
で
良
い
と
い
う
意
見

は
な
か
っ
た
。

  

　

荒
廃
農
地
が
増
え
て

い
る
。
一
方
で
、
団
塊
の
世

代
で
退
職
さ
れ
た
方
々
で
、

荒
廃
地
を
利
用
し
、
耕
作
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、

今
後
の
課
題
と
考
え
る
が
。

　

農
政
課
長　

農
地
法
に
は
、

30
㌃
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

な
い
と
農
家
と
は
認
め
ら
れ

な
い
と
な
っ
て
い
る
。
農
業

を
行
う
た
め
に
は
、
収
益
を

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

そ
れ
だ
け
の
意
欲
が
な
い

と
、
農
地
を
貸
す
方
も
責
任

を
も
っ
て
貸
せ
な
い
。
こ
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
な
か
な
か
で

き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

防
や
虐
待
防
止
等
の
権
利
擁

護
が
そ
の
仕
事
で
あ
り
、
本

市
で
は
直
営
で
行
っ
て
い

る
。
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
や
す
い

と
こ
ろ
に
設
置
し
て
い
る
が
、

場
所
的
な
こ
と
も
含
め
て
、

運
用
を
考
え
た
い
。

  　

　

山
手
幹
線
で
行
わ
れ

て
い
る
歩
道
と
自
転
車
道
を

分
離
す
る
工
事
に
、
カ
ラ
ー

舗
装
を
加
え
ら
れ
な
い
か
。

　

施
設
整
備
課
長　

分
離
す

る
工
事
は
平
成
25
年
を
完
成

の
予
定
と
し
て
い
る
。
色
合

い
を
変
え
、
よ
り
わ
か
り
や

す
く
す
る
こ
と
も
、
今
後
、

検
討
し
た
い
。

　

　

三
山
木
地
区
区
画
整

理
事
業
が
本
当
に
あ
と
３
年

で
完
了
す
る
の
か
。

　

三
山
木
整
備
課
長  

財
政

的
な
進
捗
度
合
い
で
は
95
％

の
進
捗
を
見
て
い
る
。
公
共

の
事
業
と
し
て
行
う
道
路
や

公
園
等
の
整
備
は
３
年
で
完

了
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
街
と
し
て
土
地
利
用

が
進
み
、
熟
成
す
る
た
め
に

は
も
う
少
し
時
間
を
要
す
る

が
、
地
権
者
の
方
々
に
は
勉

強
会
を
積
極
的
に
行
い
、
土

地
利
用
に
拍
車
が
か
か
る
よ

う
に
し
た
い
。

  
　

南
部
地
域
の
拠
点
づ

く
り
と
し
て
、
公
的
な
施
設

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て
い

る
と
考
え
る
が
。

　

副
市
長　

結
論
は
出
て
い

な
い
が
、
核
に
な
る
も
の
が

必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

  

　

河
原
浜
新
田
線
（
河

原
保
育
所
西
か
ら
北
へ
向
か

う
道
路
）
が
狭
く
な
っ
た
と

思
う
が
。

　

施
設
整
備
課
長　

バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
観
点
で
歩
道
を
２

㍍
確
保
し
て
い
る
。
河
原
保

育
所
西
側
交
差
点
は
、
今
ま

で
が
狭
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら

広
く
な
っ
た
が
、
ど
の
方
向

に
も
安
全
性
を
高
め
る
よ
う

に
設
計
し
た
。

  　

　

小
・
中
学
校
の
耐
震

工
事
を
前
倒
し
を
し
て
で
も

早
く
完
了
さ
れ
た
い
。
現
在

の
進
捗
と
今
後
の
予
定
は
。

　

教
育
総
務
室
担
当
課
長　

　

平
成
25
年
度
を
完
了
予
定

と
し
、
23
年
度
末
で
92
％
の

進
捗
と
な
る
。
田
辺
中
学
校

の
管
理
棟
を
残
し
、
24
年
度

で
お
お
む
ね
完
了
す
る
。

　

　

熱
中
症
予
防
対
策
の

内
容
は
。

　

教
育
総
務
室
担
当
課
長　

　

現
在
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
可
否
を
含
め

調
査
中
で
あ
る
。
こ
の
対
策

建

設

教

育

問問

問問

問

問問問

　

市
の
予
算
編
成
方
針
は
、

国
の
地
域
主
権
改
革
に
着
実

に
対
応
す
る
と
し
て
い
る

が
、
社
会
保
障
の
最
低
基
準

に
対
す
る
国
の
保
障
責
任
を

な
く
し
、「
住
民
福
祉
の
機

関
」
と
し
て
の
自
治
体
の
機

能
と
役
割
を
さ
ら
に
弱
め
る

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
福

祉
は
守
れ
な
い
。引
き
続
き
、

府
内
で
二
番
目
に
高
い
都
市

計
画
税
と
国
民
健
康
保
険
税

の
引
き
下
げ
を
求
め
る
。

　

３
月
11
日
に
未
曾
有
の
東

日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
。

市
防
災
計
画
を
早
急
に
見
直

す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
市

と
精
華
町
の
間
に
祝
園
弾
薬

庫
が
あ
る
が
、
耐
震
や
安
全

性
に
つ
い
て
何
も
公
開
さ
れ

て
な
い
。
市
民
の
安
全
を
守

る
た
め
情
報
収
集
を
行
う

べ
き
。三
山
木
区
画
整
理
に

市
税
１
２
０
億
円
投
入
が
市

民
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。早
期
終
結
せ
よ
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
で
、
税

収
の
増
加
が
見
込
め
な
い

中
、
基
金
の
取
り
崩
し
を
行

い
、一
方
で
事
務
の
効
率
化
、

経
費
の
削
減
等
を
行
う
な
ど

の
努
力
を
評
価
す
る
。
さ
ら

に
持
続
的
発
展
の
た
め
、
財

政
健
全
化
を
進
め
ら
れ
た
い
。

　

地
域
の
活
性
化
に
影
響
す

る
学
研
都
市
の
整
備
促
進
に

さ
ら
な
る
は
た
ら
き
か
け
を
。

　

三
山
木
区
画
整
理
事
業
の

い
ち
早
い
完
成
を
望
む
。

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
の

た
め
本
市
の
精
一
杯
の
取
り

組
み
を
望
む
。

　

ワ
ク
チ
ン
助
成
事
業
の
方

向
性
を
早
く
示
す
べ
き
。

　

検
診
事
業
の
拡
充
、
前
立

腺
が
ん
の
検
診
助
成
、
受
診

率
の
向
上
を
図
る
べ
き
。

　

市
税
等
の
収
入
率
向
上
と

発
想
の
転
換
で
市
独
自
の
財

源
確
保
を
す
べ
き
。

　

世
界
平
和
に
向
け
た
教
育

や
、
意
識
啓
発
を
す
べ
き
。

　

平
成
27
年
を
最
終
目
標
に

第
３
次
総
合
計
画
を
策
定
さ

れ
、
各
施
策
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る

が
、
学
校
や
公
共
施
設
の
耐

震
補
強
等
で
全
体
の
支
出
が

非
常
に
増
加
し
て
い
る
。
大

変
厳
し
い
財
政
状
況
が
、
予

算
書
か
ら
は
見
え
て
こ
な
い
。

こ
の
こ
と
を
十
分
検
討
し
、

し
っ
か
り
と
財
政
の
健
全
化

に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

　

新
規
採
用
並
び
に
中
途
採

用
を
積
極
的
に
進
め
、人
員
確

保
に
努
め
る
べ
き
。
三
山
木

保
育
所
の
建
て
替
え
を
、
三

山
木
幼
稚
園
と
一
体
的
に
行

う
こ
と
も
選
択
肢
の
ひ
と

つ
。
ク
ラ
ウ
ド
化
を
進
め
、

今
後
は
Ｉ
Ｔ
端
末
や
ｔ
ｗ
ｉ

ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
を
利
用
し
た
情
報

発
信
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
。

高
齢
者
向
け
住
宅
の
整
備
と
、

成
年
後
見
人
に
対
す
る
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
求
む
。

　

東
日
本
大
震
災
に
遭
わ
れ

た
多
く
の
被
災
者
に
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。
一
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
国
内
の
経
済
状
況
が

急
激
に
悪
化
し
て
い
る
こ
と

に
伴
い
、
本
市
を
取
り
巻
く

環
境
も
一
段
と
厳
し
さ
が
増

す
中
、
第
３
次
総
合
計
画
の

目
指
す
都
市
像
に
向
け
財
源

確
保
が
必
要
。
経
済
雇
用
の

促
進
と
市
民
に
直
結
し
た
施

策
の
推
進
を
求
め
る
。

  　

　

ご
み
清
掃
工
場
甘
南

備
園
が
平
成
31
年
ま
で
延
命

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
の
準
備
に
向
け
た
検
討
委

員
会
な
ど
立
ち
上
げ
は
。

　

清
掃
衛
生
課
長　

本
市
単

独
で
建
設
す
る
こ
と
を
考
え
、

併
せ
て
コ
ス
ト
面
を
考
え
る

と
広
域
化
、
近
隣
と
の
共
同

建
設
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て

考
え
て
い
き
た
い
。
今
年
度

に
は
、
委
員
会
等
の
立
ち
上

げ
は
考
え
て
い
な
い
。

　

　

府
県
に
ま
た
が
る
被

害
と
な
っ
て
い
る
ナ
ラ
枯
れ

対
策
に
つ
い
て
の
状
況
は
。

　

農
政
課
長  

甘
南
備
山
は

実
施
さ
れ
た
が
、
基
本
的
に

は
山
林
所
有
者
が
伐
採
や
駆

除
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
。
国
の
補
助
を
受
け
る

に
は
、
所
有
者
の
費
用
負
担

が
伴
う
た
め
、
他
府
県
の
所

有
者
で
は
、
実
施
し
な
い
方

も
あ
る
と
聞
く
。

  
　

市
公
共
施
設
で
取
り

組
ん
で
い
る
Ｋ
Ｅ
Ｓ
環
境
改

善
の
進
捗
状
況
は
。

　

経
済
環
境
部
長　

今
年
度

は
ス
テ
ッ
プ
２
に
上
が
り
、

経
済
環
境
・
水
道
等

審
査
項
目
も
増
え
、
よ
り
厳

し
い
目
標
と
な
っ
た
。
毎
年

そ
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
、
当
然
、

職
員
全
員
が
そ
の
認
識
を

持
っ
て
環
境
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

  

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
助
成

制
度
の
目
的
は
。

　

経
済
環
境
部
長　

バ
リ
ア

フ
リ
ー
工
事
を
対
象
と
し
て

い
る
が
、
目
的
は
地
域
経
済

の
活
性
化
で
あ
り
、
中
小
企

業
向
け
と
し
て
、
22
年
度
は

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い

る
の
で
、
今
年
度
も
実
施
す

る
。

ＫＥＳ・環境マネジメントシステム
スタンダード・ステップ２登録証

問問問

問

問

は
、
小
・
中
学
校
の
体
育
館

に
大
型
扇
風
機
を
各
２
台
と

テ
ン
ト
に
取
り
付
け
る
屋
外
用

ミ
ス
ト
設
備
を
設
置
す
る
。

  

　

給
食
調
理
業
務
の
民

間
委
託
に
つ
い
て
、
調
理
室

を
無
償
貸
与
し
て
い
る
が
、

行
政
財
産
は
原
則
的
に
貸
し

付
け
禁
止
の
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

教
育
部
長　

給
食
の
調
理

を
実
施
し
て
い
た
だ
く
場
所

と
し
て
使
用
し
て
い
た
だ

く
、
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

  

　

中
央
公
民
館
の
耐
震

数
値
と
今
後
の
対
応
は
。

　

社
会
教
育
課
長　

耐
震
診

断
を
行
っ
た
結
果
、
基
準
値

に
達
せ
ず
工
事
が
必
要
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
。

　

教
育
部
副
部
長　

今
後
、

耐
震
に
対
応
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
が
、バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
や
生
涯
学
習
の
機
能
と
い

う
こ
と
も
含
め
、
今
後
、
計

画
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

  

　

小
学
１
年
生
が
35
人

学
級
と
な
る
が
、
教
員
は
何

名
増
え
る
の
か
。

　

教
育
指
導
監　

市
内
９
校

で
、
ど
の
学
級
も
教
員
が
増

え
る
学
校
は
な
い
。
昨
年
度

と
同
じ
よ
う
に
補
助
教
員
制

度
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
現

状
と
同
じ
教
員
数
と
な
る
。

  

　

文
化
施
設
利
用
助
成

で
、
団
体
が
招
待
し
、
講
演

会
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
こ

と
も
対
象
に
な
ら
な
い
か
。

　

社
会
教
育
課
長　

 

日
頃

の
成
果
の
発
表
に
補
助
し
て

い
る
も
の
で
、
趣
旨
か
ら
は

ず
れ
る
と
考
え
る
。

　

教
育
部
長　

他
市
の
例
も

参
考
に
、研
究
し
て
み
た
い
。

問問問問

だれもが安全・安心に暮らせるまちづくり
平成23年度の主な事業
・非核平和都市宣言記念事業
・子宮頸がんワクチン接種事業
・大腸がん節目検診事業（拡充）
・ヒブ、肺炎球菌ワクチン接種事業
・地域密着型サービス事業所整備補助
・子育てひろば事業（拡充）
・子育て支援医療助成事業
・松井ケ丘保育園拡充事業（拡充）
・留守家庭児童会事業
・不妊治療助成事業（拡充）

753 万円
4810 万円
911 万円
9294 万円
900 万円
430 万円

1億 7237 万円
1650 万円

 1 億 1007 万円
470 万円

快 適 で 活 力 に み ち た ま ち づ く り
・三山木地区特定土地区画整理事業
・住宅用太陽光発電システム設置助成事業（拡充）
・リユース事業拡張事業（拡充）
・地域産業活性化支援事業
・「京たなべの逸品」販路開拓支援事業（拡充）
・中小企業資金融資利子補給事業
・観光資源開発、情報発信事業
・緊急雇用対策事業（17事業）

6億 4066 万円
700 万円
706 万円
310 万円
300 万円
2600 万円
490 万円
 5183 万円

心 に う る お い の あ ふ れ る ま ち づ く り
・防賀川公園整備事業
・公園遊具等整備事業
・学校給食調理業務民間委託事業（拡充）
・英語活動推進事業
・小学校耐震、大規模改修事業
・田辺中学校整備事業
・中学校耐震、大規模改修事業
・国民文化祭開催事業

9732 万円
6385 万円
5824 万円
2006 万円

2億 4536 万円
1億 1015 万円

850 万円
1707 万円

ま ち づ く り の 推 進

だれもが安全・安心に暮らせるまちづくり
平成23年度の主な事業

快 適 で 活 力 に み ち た ま ち づ く り

心 に う る お い の あ ふ れ る ま ち づ く り

ま ち づ く り の 推 進
・広報京たなべのカラー化（拡充）
・大学との連携推進（拡充）
・基幹電算システム改修事業

633 万円
881 万円

1億 9552 万円
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